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企
画
部

企
画
部
長�

　
　
　
　

打
樋
　
昌
之

企
画
部
参
事
・
Ｉ
Ｔ
推
進
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　

川
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実

秘
書
広
報
課
長�
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米
田
　
　
勉

人
事
課
長�

　
　
　
　

井
上
　
正
嗣

企
画
政
策
課
長�

　
　

松
内
　
　
徹

東
京
事
務
所
長�

　
　

吉
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茂
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行
政
情
報
課
長�
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敬
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法
令
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中
上
野
博
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■
総
務
部

総
務
部
長�

　
　
　
　

杣
友
秀
二
三

市
　
長
　
　
岩
浅
　
嘉
仁

副
市
長
　
　
亀
尾
　
貞
男

教
育
長
　
　
新
居
　
正
秀

政
策
監
　
　
惠
来
　
和
男

政
策
監
　
　
西
田
　
　
修

平 成 28 年 度

市 職 員
人 事 異 動
平成28年度の組織機構および職員体制をお知らせしま
す。４月１日時点の職員数は、前年度と同数の868人
となっています。

総
務
部
参
事
・
管
財
課
長
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務
取
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熊
本
　
広
治

総
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部
参
事
・
納
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課
長
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務
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扱

�

　
　
　
　
　

������

森
野
　
　
宏

財
政
課
長�

　
　
　
　

半
瀬
　
恒
夫

庁
舎
建
設
課
長�

　
　

豊
田
　
一
郎

税
務
課
長��

����������������

桑
村
申
一
郎

■
防
災
部

防
災
部
長�

　
　
　
　

松
田
　
晋
介

防
災
部
参
事
・
防
災
対
策
課
長
事
務
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扱

�
　
　
　
　

��

山
崎
　
秀
行

■
市
民
部

市
民
部
長
・
那
賀
川
支
所
長
・
羽
ノ
浦
支

所
長�

　
　
　

鈴
江
　
省
吾

市
民
部
参
事
・
文
化
振
興
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　

��

坂
東
　
孝
代

市
民
生
活
課
長
・
葬
斎
場
長

�

高
島
　
見
佳

人
権
・
男
女
参
画
課
長�

石
本
　
憲
司

環
境
保
全
課
長�

　

　
條
　
　
　
司

定
住
促
進
課
長�

　
　

橘
　
　
敬
治

■
環
境
管
理
部

環
境
管
理
部
長�

　
　

木
下
　
雅
憲

環
境
管
理
課
長�

���　

小
松
　
　
剛

定
期
人
事
異
動
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方

　

人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
わ
が
国
が

直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
対
し
、国
は
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
設
置
し
政
府
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
に
お
け
る
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
』
を
受

け
、
本
市
は
『
阿
南
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と

『
あ
な
ん
〔
地
域
好
循
環
〕
総
合
戦
略
』
を

策
定
し
、
総
合
戦
略
に
お
い
て
「
地
域
に
お

け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」、「
地
方

へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」、「
若

い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
」、「
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ

く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
」、「
未
来
の
阿

南
市
を
見
据
え
、地
域
創
生
を
追
及
す
る
」

の
５
つ
の
基
本
目
標
と
数
値
目
標
を
掲
げ
、

そ
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
多
様
で
高
度
化
、
複
雑
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
増
大

の
一
途
を
た
ど
る
事
務
事
業
を
精
査
し
な

が
ら
ス
リ
ム
化
を
図
る
と
と
も
に
、
き
め

細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
迅
速
か
つ
的

確
に
実
践
で
き
る
よ
う
行
政
運
営
の
さ
ら

な
る
効
率
化
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
人
員

の
中
で
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

つ
つ
、
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う

業
務
体
制
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

適
材
適
所
の
人
員
配
置
に
努
め
、
事
務
執

行
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

組
織
機
構
等
の
変
更

　

新
庁
舎
の
低
層
棟
が
完
成
し
た
段
階
で

改
め
て
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
、
今
年

度
は
必
要
最
小
限
の
変
更
と
し
ま
し
た
。

　

水
道
部
で
は
、
給
水
戸
数
の
減
少
等
に

伴
う
水
道
事
業
会
計
の
将
来
を
見
据
え
、

一
層
の
経
費
削
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
工

務
課
の
「
工
務
第
１
係
」「
工
務
第
２
係
」

を
統
合
し
「
施
設
係
」
と
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。
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■
産
業
部

産
業
部
長�

　
　
　

　
坂
本
　
誠
規

農
林
水
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課
長�

　
　

長
田
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地
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備
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松
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工
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光
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政
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・
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片
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課
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藤
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雅
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公
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緑
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課
長�
　
　

尾
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正
俊

ク
リ
ー
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ピ
ュ
ア
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長�

吉
岡
　
昌
樹

環
境
啓
発
セ
ン
タ
ー
所
長�

小
川
　
裕
二

環
境
整
備
課
長�

　
　

岸
　
　
浩
範

環
境
管
理
事
務
所
長
・
生
活
環
境
課
長
事

務
取
扱�

　

���

石
本
　
靖
弘

■
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部

保
健
福
祉
部
長�

　
　

水
口
　
隆
起

保
健
福
祉
部
理
事
・
福
祉
事
務
所
長
・
福

祉
課
長
事
務
取
扱�

　
　
　

数
藤
　
康
彦

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長�

　
　

岡
部
　
仁
史

保
険
年
金
課
長�

　
　

吉
積
　
和
己

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所
長

�

　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
　
亮
一

介
護
・
な
が
い
き
課
長�

　

瀬
川
　
昭
子

こ
ど
も
課
長�

　
　
　

倉
野
　
克
省

こ
ど
も
相
談
室
長�

　

生
島
菜
穂
子

■
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定
事
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部

特
定
事
業
部
長�

　
　

篠
岡
　
彰
彦

特
定
事
業
部
理
事�

　

黒
木
賢
二
郎

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長�

岡
田
　
佳
造

特
定
事
業
推
進
課
長�

　

田
村
　
和
彦

下
水
道
課
長�

　
　
　

富
永
　
　
悟

■
会
計
管
理
者
・
会
計
課

会
計
管
理
者�

　
　
　

日
下
　
博
文

会
計
課
長�

　
　
　
　

金
久
　
　
博

■
水
道
部

水
道
部
長�

　
　
　
　

亀
尾
　
剛
士

業
務
課
長�

　
　
　
　

佐
野
　
雅
史

工
務
課
長�

　
　
　
　

多
田
　
和
洋

■
教
育
委
員
会

教
育
次
長�

　
　
　
　

髙
島
　
博
佳

総
務
課
長�

　
　
　
　

木
本
　
祥
司

学
校
教
育
課
長�

　
　

近
藤
　
真
一

生
涯
学
習
課
長�

　
　

西
尾
　
和
洋

人
権
教
育
課
長�

　
　

阿
部
　
康
彦

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長�

　
　

近
藤
　
善
弘

学
校
給
食
課
長�

　
　

石
本
　
祐
一

阿
南
図
書
館
長�

　
　

櫛
谷
　
友
己

■
消
防
本
部

消
防
長�

　
　
　
　
　

久
積
　
裕
幸

消
防
本
部
参
事
・
警
防
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　
　

奥
田
　
長
次

消
防
本
部
参
事
・
予
防
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　

清
野
　
文
雄

総
務
課
長�

　
　
　
　

中
野
　
貴
裕

情
報
管
制
課
長�

　
　

多
田
　
和
夫

消
防
署
長�

　
　
　
　

秋
本
　
徳
茂

消
防
副
署
長
・
第
一
消
防
課
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　

川
原
　
和
秀

第
二
消
防
課
長�

　
　

表
原
　
清
正

第
三
消
防
課
長�

　
　

井
坂
　
寛
次

■
議
　
会

事
務
局
長�

　
　
　
　

越
久
村
仁
司

議
事
課
長�

　
　
　
　

青
木
　
芳
幸

■
農
業
委
員
会

事
務
局
長�

　
　
　
　

大
川
富
士
夫

■
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
理
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　
　
　

富
永
　
　
優

■
監
　
査

事
務
局
理
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

�

　
　
　
　
　
　
　

岡
本
　
光
弘

■
公
平
委
員
会

事
務
局
長
（
兼
）�

　

岡
本
　
光
弘

新年度初めとなる４月１日、市職
員の人事異動に伴う辞令交付式が
行われ、職員を前に岩浅市長は、

「常に相乗効果を上げることを念
頭におき、全職員が知恵を出し、
一体となって諸施策の推進に取り
組むように」との訓示がなされま
した。
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新
規
採
用
職
員
（
52
人
）

美
馬
良
亮
・
大
梅
あ
ゆ
み
・
原
田
皓
平
・

佐
山
亮
介
・
山
脇
千
慧
・
岡
本
浩
宣
・
桑

原　

駿
・
元
木
佑
哉
・
鎌
田
知
恵
・
今
西

達
也
・
大
和
弘
典
・
野
口
将
樹
・
佐
野
亮

太
・
廣
田
美
衣
・
福
島
康
人
・
宮
野
あ
か

ね
・
吉
村
潤
紀
・
西
林
雄
貴
・
矢
間
睦

子
・
三
木
康
弘
・
大
平　

澪
・
前
田
賢

也
・
菊
谷
眞
言
・
飯
沼
諒
子
・
織
原
真
佑

子
・
溝
内
星
香
・
片
山
知
夏
・
岡
部
あ
り

さ
・
鳥
澤
由
香
里
・
小
原
菜
都
美
・
吉
川

加
菜
子
・
武
田
紀
沙
・
熊
野
世
璃
菜
・
岡

田
彩
花
・
鎌
田
吏
乃
・
新
居
菜
摘
・
遠
藤

歩
美
・
平
井
真
生
・
竪
山
美
咲
・
阿
部
早

佑
美
・
髙
尾
裕
子
・
古
川
小
菜
江
・
柳
田

麻
衣
菜
・
原
田
真
理
子
・
五
島
大
輔
・
花

房
祥
太
・
村
田
人
志
・
寒
川　

剛
・
藤
本

晃
大
・
長
濱
和
樹
・
鳴
尾　

黎
・
山
下　

快退
職
者
（
37
人
）

※
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
・
年
度
途
中
の
退
職
者
は
除
く

上
田　

純
子
（
市
民
生
活
課
）

上
原　

由
利
（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

山
本
美
由
喜
（
桑
野
保
育
所
）

岐　
　

謙
司
（
水
道
部
）

齋
藤　

美
保
（
富
岡
保
育
所
）

並
川　

茂
文
（
消
防
署
）

十
河　

栄
子
（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所
）

大
黒　

正
和
（
監
査
事
務
局
）

水 　 道 　 部
部 長 室 22－8069

那支１階業 務 課 22－0587（水道料金お客様センター）
工 務 課 22－3295
教 育 委 員 会
教 育 長 室 22ー3297

新庁舎５階

教 育 次 長 室 22－3298
総 務 課 22－3299
学 校 教 育 課 22－3390
生 涯 学 習 課 22－3391
人 権 教 育 課 22－3392
ス ポ ー ツ 振 興 課 22－3394
学 校 給 食 課 22－0362 給セ
教 育 研 究 所 22－3395 新庁舎５階
議 　 　 　 　 　 会
議 長 室 22－3398

新庁舎３階事 務 局 長 22－3399議 事 課

各 種 行 政 委 員 会
選挙管理委員会事務局 22－3791 ひ館２階
監 査 事 務 局 22－3792 新庁舎６階公 平 委 員 会 事 務 局
農 業 委 員 会 事 務 局 22－3790
消  防  本  部
消 防 長 室 22－3797

消防２階総 務 課 22－3798
警 防 課 22－3796
予 防 課 22－3799
情 報 管 制 課 22－1120 消防３階
消 防 課 22－3847 消防２階

【凡例】

新庁舎…新庁舎
１仮…第１仮庁舎
仮プ…第１仮庁舎プレハブ
２仮…第２仮庁舎
那支…那賀川支所
羽支…羽ノ浦支所
ひ館…阿南ひまわり会館
環境…環境管理事務所
文化…文化会館
給セ…第一学校給食センター
消防…消防庁舎（辰己町）

※ B ＝地下

代表・夜間・休日の受付　 ☎22－1111
テレフォンサービス

（病院案内・災害情報案内） ☎22－9999

配偶者暴力相談支援センター ☎24－8111
災害対策本部（災害時設置） ☎22－3854
防災無線テレフォンサービス ☎28－9000

はのうら

那賀川橋 大京原橋

市役所第１仮庁舎・分室（旧阿南保健所）
第２仮庁舎（旧ハローワーク）

第一学校給食センター

阿南ひまわり会館

環境管理事務所
文化会館

那賀川大橋

にしばら

羽ノ浦支所

那賀川支所

あわなかしま

あなん

消防庁舎

◎
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小
林　

洋
一
（
特
定
事
業
部
）

増
井　

昌
已
（
保
健
福
祉
部
）

竹
治　

稔
文
（
消
防
本
部
）

秋
本　

明
美
（
市
民
部
）

石
居　
　

玄
（
防
災
部
）

奥
村　

展
章
（
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ
ア
）

福
谷
美
樹
夫
（
保
健
福
祉
部
）

豊
田　
　

實
（
消
防
本
部
）

吉
川　

博
文
（
建
設
部
）

幸
坂　

雅
好
（
環
境
管
理
部
）

岩
崎　

麻
美
（
教
育
委
員
会
）

桝
田　
　

勲
（
産
業
部
）

山
本　

博
哉
（
第
三
消
防
課
）

長
野　

荘
次
（
教
育
委
員
会
）

悦
見　

紀
子
（
こ
ど
も
課
）

美
馬　

隆
司
（
企
画
部
）

茂
村　

福
和
（
議
会
事
務
局
）

新
納　

史
子
（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

西
村　

佳
子
（
富
岡
幼
稚
園
）

近
藤　

義
昭
（
防
災
対
策
課
）

湯
浅　

育
子
（
見
能
林
幼
稚
園
）

原　
　

政
広
（
人
事
課
）

宮
田　

俊
子
（
保
険
年
金
課
）

西　
　

知
子
（
会
計
課
）

黒
田　

正
美
（
農
地
整
備
課
）

三
澤
智
恵
美
（
山
口
保
育
所
）

大
栗
美
恵
子
（
福
祉
課
）

泉
野　

美
果
（
大
野
保
育
所
）

橘　
　

恵
美
（
富
岡
幼
稚
園
）

環 境 管 理 部
部 長 室 22－3793 環境１階環 境 管 理 課 22－3794
環 境 整 備 課 22－3795 環境３階
生 活 環 境 課 22－0001 環境１階
保 健 福 祉 部
部 長 室 22－1591 ２仮２階
保 健 セ ン タ ー 22－1590 ひ館１階

保 険 年 金 課 22－1118 仮プ１階22－8064
福 祉 課 22－1592 新庁舎１階
介 護 ・ な が い き 課 22－1793 ２仮１階介 護 認 定 調 査 係 24－8007
こ ど も 課 22－1593 ２仮２階こ ど も 相 談 室 22－1677
産 　 業 　 部
部 長 室 22－1597

新庁舎６階農 林 水 産 課 22－1598
農 地 整 備 課 22－1599
商 工 観 光 労 政 課 22－3290 新庁舎１階
企 業 振 興 課 22－3401 新庁舎６階
野 球 の ま ち 推 進 課 22－1297 １仮３階
建 　 設 　 部
部 長 室 22－1594 新庁舎５階
工 事 検 査 課 22－7410 新庁舎６階
土 木 課 22－1595

新庁舎５階住 宅 ・ 建 築 課 22－3431
維 持 管 理 課 22－9596
公 園 緑 地 課 22－9293
特 定 事 業 部
部 長 室 22－0527

羽支１階理 事 室 22－1030
ま ち づ く り 推 進 課 22－1596
特 定 事 業 推 進 課 22－3197
下 水 道 課 22－1796 新庁舎６階
会             計
会 計 管 理 者 22－1107 １仮１階会 計 課 22－3294

課　　名　　等 電話番号 配　置
市長室（秘書広報課へ） 22－1110

新庁舎４階副 市 長 室 22－1101
惠 来 政 策 監 室 22－1339
西 田 政 策 監 室 28－9883
企 　 画 　 部
部 長 室 22－1119

新庁舎４階秘 書 広 報 課 22－1110
人 事 課 22－1112
企 画 政 策 課 22－3429
行 政 情 報 課 28－9885 仮プ２階法 令 室 22－7449
I T 推 進 課 22－1117 新庁舎６階
総 　 務 　 部
部 長 室 22－1108

新庁舎４階財 政 課 22－1113
庁 舎 建 設 課 22－8285
管 財 課 22－3804
税 務 課 22－1114 １仮２階納 税 課 22－1792
防 　 災 　 部
部 長 室 22－1098 新庁舎３階防 災 対 策 課 22－9191
市 　 民 　 部
部 長 室 22－1115 新庁舎１階
市 民 生 活 課 22－1116 １仮１階
人 権 ・ 男 女 参 画 課 22－3094 新庁舎５階男 女 共 同 参 画 室 22－7401
環 境 保 全 課 22－3413 新庁舎２階
文 化 振 興 課 22－1798 文化Ｂ１階
定 住 促 進 課 22－7404 新庁舎１階阿南地区交通安全教育推進協議会 22－8952
那 賀 川 支 所 42－1111 那支１階
羽 ノ 浦 支 所 44－3111 羽支１階

市役所電話番号・配置案内
ー配置の建物名称は凡例を参照してくださいー
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

人
口
15
万
人
の
ユ
ー
ト
ピ
ア（
理
想
郷
）を
!! 

～

　

今
、
市
役
所
の
北
に
は
淡
路
島
、

東
に
は
和
歌
山
県
の
山
並
が
見
え

ま
す
。
ま
さ
に
指
呼
の
間
で
す
。

四
国
最
東
端
の
わ
が
市
な
ら
で
は

の
光
景
で
す
。

　

本
年
３
月
に
、
阿
南
市
、
那
賀

町
、
美
波
町
、
牟
岐
町
、
海
陽
町
、

県
南
の
１
市
４
町
が
一
体
と
な
る

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
等
を
締
結

し
、
来
年
４
月
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
全
国
的
な
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治

体
が
地
方
創
生
と
い
う
知
恵
を
絞

り
、
合
併
は
し
ま
せ
ん
が
同
じ
郷

土
愛
を
持
ち
、
一
つ
の
家
族
の
よ

う
に
協
力
し
て
い
こ
う
と
い
う
新

た
な
施
策
で
す
。
具
体
的
に
は
、

病
院
の
カ
ル
テ
の
共
有
や
、
図
書

館
の
共
同
利
用
な
ど
今
ま
で
の
行

政
同
士
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
緩

や
か
な
連
帯
を
図
っ
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
、
阿
南
市
（
Ａ
）
は
、

高
知
県
の
室
戸
市
（
Ｍ
）
と
安
芸

市
（
Ａ
）
と
連
携
し
、
四
国
東
南

海
岸
１い

８や

４し

㎞
、「
癒
し
の
Ａ
Ｍ

Ａ
ロ
ー
ド
」
と
銘
打
ち
、
県
境

を
越
え
た
広
域
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ

の
間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
龍
馬
伝
」

に
よ
る
安
芸
市
の
岩
崎
弥
太
郎

生
家
の
存
在
や
、
室
戸
市
の
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
一
定
の
成

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

不
便
さ
や
両
県
に
ま
た
が
る
意

思
疎
通
の
弱
点
な
ど
今
後
の
課

題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

参
考
図
の
よ
う
に
、
徳
島
県

南
部
と
高
知
県
東
部
の
14
市
町

村
が
一
体
と
な
れ
ば
人
口
15
万

人
の
圏
域
が
確
立
さ
れ
ま
す
。

こ
の
地
域
で
、
阿
南
の
足
利
公

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
32
万
４
８
８
２
円

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
き
、
阿
南
市
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の
資

金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

方
か
ら
、
高
知
に
お
け
る
幕
末
維
新

明
治
初
期
ま
で
の
歴
史
街
道
を
つ
く

れ
な
い
か
？
そ
し
て
離
島
の
自
治
体

を
除
け
ば
自
殺
率
が
日
本
一
低
い
旧

海
部
町
（
現
海
陽
町
）
を
真
ん
中
に

す
る
、
生
き
心
地
の
良
い
地
域
と
し

て
、
全
国
発
信
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
15
万
人
の
四
国

東
南
部
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
ー

は
私
た
ち
の
阿
南
市
で
す
。
阿
南
市

に
、
高
度
医
療
の
病
院
と
、
十
分
な

買
い
物
が
で
き
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
そ
し
て
学
習
の
機
会
を
与

え
る
充
実
し
た
学
校
を
、
よ
り
一
層

整
え
る
こ
と
で
、
人
口
は
少
な
く
と

も
幸
福
の
多
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

夢
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
足
元
か
ら
幸
せ

を
つ
く
り
出
す
努
力
を
し
て
い
け
ば

き
っ
と
叶
う
本
当
の
物
語
と
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業

▼
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業

▼
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業

▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

▼
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
め

ざ
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

平
成
28
年
度

青
年
就
農
給
付
金
事
業

「
経
営
開
始
型
」に
係
る

申
請
者
の
募
集
に
つ
い
て

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く

経
営
が
不
安
定
な
時
期
の
新
規
就

農
者
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
独
立
就

農
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、

最
長
５
年
間
給
付
金
を
給
付
す
る

事
業
へ
の
申
請
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

要
件　
45
歳
未
満
の
独
立
・
自
営

就
農
す
る
方
で
、
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
認

定
新
規
就
農
者
で
あ
る
こ
と
等
の

要
件
を
満
た
し
、
か
つ
農
林
水
産

課
備
え
付
け
の
申
請
書
類
に
必
要

書
類
を
添
え
て
提
出
し
承
認
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
27
日
㈮
ま
で

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
企
画
係
（
☎
22

－

１
５
９

８
）
へ

阿南市

那賀町

牟岐町
海陽町

馬路村

室戸市

鯨の道

安芸市
東洋町

北川村
芸西村

奈半利町

安田町
田野町

美波町

四国東南部の人口（平成27年国勢調査）
人口（人） 人口（人）

徳　島　県 756,063 高　知　県 728,461
1 阿 南 市 73,100 1 室 戸 市 13,523
2 那 賀 町 8,407 2 安 芸 市 17,602
3 牟 岐 町 4,260 3 東 洋 町 2,583
4 美 波 町 7,101 4 奈半利町 3,285
5 海 陽 町 9,285 5 田 野 町 2,734

徳島県南部（A) 102,153 6 安 田 町 2,636
7 北 川 村 1,294

四国東南部
(A+B) = 150,482

8 馬 路 村 822
9 芸 西 村 3,850

高知県東部（B) 48,329

四国東南部の地図
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危
険
廃
屋
等
の
除
却
支
援

　

老
朽
危
険
な
空
き
家
等
の
解
体

を
行
う
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
老
朽
危
険
な
空

き
家
等
の
所
有
者
と
し
て
登
記
事

項
証
明
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
ま
た
は
そ
の
相
続
人
（
法
人
を

除
く
）
で
、
市
税
等
の
滞
納
が
な

い
方

対
象
建
築
物　
市
内
に
存
す
る
木

造
ま
た
は
鉄
骨
造
の
建
築
物
で
、

①
申
請
時
に
お
い
て
、
現
に
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
今
後
も

居
住
の
用
に
使
用
さ
れ
る
見
込
み

の
な
い
も
の
。
②
住
宅
の
不
良
度

が
一
定
基
準
を
満
た
す
も
の
。

対
象
工
事　
建
設
業
法
第
２
条
第

３
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
ま
た

は
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資

源
化
等
に
関
す
る
法
律
第
21
条
第

１
項
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
解
体

工
事
業
者
（
市
内
に
本
店
を
有
す

る
建
設
業
者
ま
た
は
解
体
工
事
業

者
等
に
限
る
）
に
請
け
負
わ
せ
る

工
事
で
あ
る
こ
と
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
手

（
契
約
を
含
む
）
し
た
工
事
や
建

築
物
の
一
部
を
除
却
す
る
に
留
ま

る
工
事
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
経
費　

対
象
建
築
物
の
解

体
・
撤
去
に
係
る
費
用

※
家
財
道
具
、
車
両
等
お
よ
び
浄

化
槽
等
地
下
埋
設
物
の
処
分
に
係

る
経
費
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
対
象
経
費
に
２
分
の

１
を
乗
じ
て
得
た
額
以
内
（
上
限

80
万
円
）

事
前
調
査
の
申
込
み　
補
助
金
交

付
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
調
査
の
申
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
住
宅
の
不
良
度
等
現
地
確

認
を
行
い
、
危
険
性
の
高
い
順
に

決
定
し
、
本
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

事
前
調
査
の
申
込
期
間　
５
月
２

日
㈪
～
31
日
㈫
（
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
）

本
申
請
予
定
戸
数　
５
戸

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 

へ

農
用
地
区
域
の
変
更
申
請

（
除
外・編
入
）は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
28
年
度
前
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

（
農
林
水
産
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
２
日
㈪
～
31
日

㈫提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
企
画
係
（
☎
22

－

１
５
９

８
）
へ

　
国
民
年
金
に
若
い

と
き
か
ら
加
入
し
て

60
歳
に
な
り
ま
す
が
、
65
歳

前
で
も
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
の
老
齢

基
礎
年
金
は
原
則
と

し
て
65
歳
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
本
人
が
希

望
す
れ
ば
60
歳
か
ら
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
受
け
る
年
金

額
は
、
65
歳
か
ら
受
け
始
め

る
場
合
の
年
金
額
に
比
べ
減

額
さ
れ
、
減
額
率
は
、
０
・

５
％
×
（
繰
上
げ
請
求
月
か

ら
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
月

ま
で
の
月
数
）
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
額
は
一
生
続
き

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金

課
（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

消防庁長官表彰 おめでとうございます

阿南市消防団副団長
安宅 俊博さん

阿南市消防団長生分団長
山川 謹二さん

消防庁長官表彰永年勤続功労章は、永年（25年
以上）勤続し、勤務成績が優秀で他の模範となる
と認められる消防団員、消防吏員に対して総務省
消防庁長官より表彰されるもので、勲章・褒章な
どの栄典に準じ、最も栄誉あるもののひとつです。
３月９日に消防庁長官表彰（永年勤続功労章）を
受章された方々をご紹介します。

【永年勤続功労章】

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○私のてしごと　～8日㈰まで
○水琴　鞘　いらすと展　10日㈫～22日㈰
○第四回　染織作品展　24日㈫～６月５日㈰

■体験コーナー
○阿波踊り活竹人形　15日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】13日㈮  【参加費】600円 
【定員】20人  【持参物】なし
○あんどん作り　22日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】20日㈮  【参加費】3,000円
 【定員】5人  【持参物】なし

問い合わせは　
阿南光のまちステーションプラザ（☎24－3141）へ

光 ５月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！
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６
月
１
日
は
全
国
一
斉

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

人
間
が
「
命
」
と
い
う
平
等
な

も
の
を
授
か
り
、
生
き
て
い
く
う

え
で
「
人
権
」
は
大
切
に
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
日
常
生

活
の
な
か
で
人
権
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

社
会
生
活
に
お
け
る
不
当
な
扱
い
、

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
な
ど

が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
表
面
化

し
に
く
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
任
命
さ
れ
、
各
市
町

村
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
市
で

は
16
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
日

を
記
念
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
を
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
る

た
め
に
、
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、「
人
権
尊
重
」
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　
６
月
１
日
㈬　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

手
続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

請
求
で
き
る
方　
平
成
27
年
４
月

１
日
に
お
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の

妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い
場
合

に
、
戦
没
者
等
の
子
、
兄
弟
姉
妹

ま
た
は
三
親
等
内
の
親
族
（
た
だ

し
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要

あ
り
）

支
給
内
容　
総
額
25
万
円
で
５
年

償
還
（
年
額
５
万
円
）
の
国
債

請
求
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日

ま
で

※
国
債
の
交
付
に
は
、
非
常
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に

請
求
手
続
き
を
完
了
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
債
が
届

き
次
第
、
通
知
し
ま
す
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

市では、行財政改革に広く市民の皆さんの意見を反映させ、簡素
で効率的な行政運営を進めるため、阿南市行財政改革懇話会（公
募による委員と行財政改革に関し識見を有する委員で構成）を設
置しています。懇話会に出席して、市の行財政改革に関する重要
事項を調査審議していただく阿南市行財政改革懇話会の公募委員
を募集します。
応募資格　次の各号すべてに該当する方

① 市内在住の20歳以上の方（平成28年４月１日現在）

　　　　　② 市の行財政改革の推進について関心のある方
　　　　　③ 平日に開催する会議に出席できる方
　　　　　　 （平成28年度は４回程度、平成29年度は１回程度を予定）
　　　　　④ 市が設置した他の審議会等の委員でない方
　　　　　⑤ 国・地方公共団体の議員および常勤公務員でない方
募集人員　１人
任　　期　委嘱の日（平成28年６月予定）から２年間
応募方法　所定の応募用紙に必要事項を記入し、「行財政改革に

ついての考え方および応募の動機」（様式自由、1,000
字程度）を添付のうえ、企画政策課に提出してください。
※応募用紙は、住民センターまたは公民館に設置。
　市ホームページからダウンロードしていただけます。
※郵送、ファクス、電子メールでの提出可。
※応募にかかる費用は個人負担となります。

選考方法　応募書類により審査します。なお、審査の結果、候補
者が多数となった場合は、抽選により決定します。

募集期間　５月９日㈪～20日㈮
　　　　　※消印有効。土・日曜日の窓口受付はしておりません。
応募先・問い合わせは　

〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　企画政策課
（☎22－3429・FAX22－6772）へ
メールアドレス　kikaku@city.anan.tokushima.jp

行財政改革懇話会
「公募委員」を募集！

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

○読売ジャイアンツ３軍対徳島インディゴソックス交流戦
　５日㈷　18:00～

○福岡ソフトバンクホークス３軍対徳島インディゴソックス交流戦
　７日㈯　18:00～　　８日㈰　13:00～

○第20回西日本生涯（40歳以上）野球大会
　14日㈯、15日㈰

○四国アイランドリーグPlus公式戦
　28日㈯　徳島－香川（18:00開始）

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム、あななんアリーナ

５月の日程

広報あ な ん 2016.05　8



赤
ち
ゃ
ん
授
業
参
加
者
募
集

募
集
内
容　
羽
ノ
浦
中
学
校
・
加

茂
谷
中
学
校
・
福
井
中
学
校
・
椿

町
中
学
校
で
実
施
す
る
「
赤
ち
ゃ

ん
授
業
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
「
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
」
お
よ
び

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象　
生
後
２
カ
月
～
１
歳

未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
で
、春
・

秋
１
回
ず
つ
参
加
で
き
る
方
お
よ

び
子
育
て
支
援
や
学
校
教
育
に
ご

理
解
の
あ
る
方

募
集
人
員　
▼
「
赤
ち
ゃ
ん
と
マ

マ
」
約
50
組
▼
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
」
約
50
人

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
赤
ち
ゃ

ん
授
業
実
行
委
員
会 (

☎
０
９
０

－

７
１
４
４

－

１
１
８
３)

ま
た

は
学
校
教
育
課
（
☎
22

－

３
３
９

０
）
へ

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習

受
講
者
募
集

　

聴
覚
障
が
い
が
あ
る
方
の
社
会

参
加
促
進
を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
え
る
よ

う
支
援
す
る
た
め
、
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
方
で
こ
れ
ま

で
に
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

日
時　
５
月
10
日
㈫
～
10
月
18
日

㈫
の
毎
週
火
曜
日　

午
後
７
時
～

９
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

21
世
紀

室内
容　
入
門
課
程
講
習（
全
22
回
）

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

必
要
）

募
集
人
数　
40
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
福
祉
課

窓
口
に
て
５
月
２
日
㈪
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

放
送
記
録
員
養
成
講
習
会

受
講
生
募
集

　

野
球
の
試
合
に
お
け
る
放
送
記

録
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
操
作
の
習
得

日
時
と
場
所

６
月
12
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

７
月
３
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

　

ひ
ま
わ
り
会
館

７
月
10
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

７
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

　

ひ
ま
わ
り
会
館

参
加
資
格

　

高
校
生
以
上
の
男
女

申
込
期
限

　

５
月
31
日
㈫

参
加
費　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課(

☎
22

－

１
２
９

７)

へ阿
南
警
察
署
だ
よ
り

　

５
月
初
旬
に
は
大
型
連
休
が

待
っ
て
い
ま
す
。
県
内
外
問
わ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
へ
出
掛
け
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

209件（580）
1人（    2）
25人（  72）

救急 件　数
搬送人員

288件（864）
267人（833）

火災 件　数
損害額

8件（  13）
5506千円（5551千円）

●阿南署管内平成28年３月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

自主防災組織を支援します

自主防災組織設立支援
住民同士が救出・救援、初期消火等を行う自主防
災組織を設立した場合、次の防災備品を支給しま
す。組織設立の手続きなど、お気軽にご相談くだ
さい。
・ヘルメット（１世帯に１個）
・電気メガホン（およそ30世帯に１個）
・信号灯（およそ30世帯に２本）

自主防災組織の活動補助
住民参加による自主防災活動を推進し、地域の自
発的な自主防災組織の活動を円滑に行うため、自
主防災組織が実施する防災活動、防災訓練、防災
研修等に要する事業経費に対して、加入世帯に応
じた額を限度に補助金を交付します。

加入世帯数（平成28年４月１日現在）� 補助額　
100世帯未満� 5,000円　
100以上300世帯未満� 10,000円　
300以上500世帯未満� 15,000円　
500以上1,000世帯未満� 20,000円　
1,000世帯以上� 50,000円　

申込方法　防災活動等を実施する予定日の２週間
前までに、所定の申請書に必要書類を添付してお
申し込みください。申請書は、市ホームページか
らもダウンロードできます。

避難路・避難場所整備に係る原材料等支給
地震・津波等災害時の避難路または避難場所を自
主防災組織等がその労力で整備する場合において、
当該工事に要する原材料および一般建設機械等の
借上げ料（オペレーター料、燃料代を除く）を支
給します。

申込方法　防災対策課にご相談いただき、所定の
申込書に必要書類を添付してお申し込みください。

問い合わせは　防災対策課（☎22－9191）へ
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スポーツ総合センター （対象 : 一般男女）

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

バウンドテニス 火・水・金曜日
13:30～17:00

フルコース2,000円
全曜日1,500円

４回900円　

健康ソフトテニス 水・金曜日
9:30～12:00

フルコース2,000円
全曜日1,600円

水・金の各曜日1,000円　

卓球 平日（休館日以外）
13:00～17:00

フルコース2,000円
全曜日1,000円

火～金の各曜日500円

エアロビクス 火曜日（場合により木曜日）
13:30～14:30 フルコース2,000円

阿南工業高等学校体育館 （対象 : 小学 2 年生～中学生）

プログラム名 活動日時 コース・活動費（月額）

ジュニア
男子バレーボール

火・金曜日
18:30～20:00 900円　

※フルコースは、ジュニア男子バレーボール以外の全てのプログラムで活動できます。

活動期間　平成29年３月31日㈮まで

年会費
高校生以上4,200円（継続者は3,200円）
中学生以下1,200円
※活動費（月額）も必要です。

申込方法
申込書（スポーツ総合センター備え付け）
を提出してください。 

申込み・問い合わせは
スポーツ総合センター

（☎22－2300）へ 
※平日9:00～17:00　月曜日休館

（月曜日が祝日の場合は翌日が休み）

サンアリーナスポーツクラブ総合型地域スポーツクラブ 会員
募集

●教育長報告
　①幼・小・中学校卒業証書授与式について
　②３月議会の報告
●阿南市教育機関職員駐車場利用規則の一部を改正する規

則について（総務課）
●阿南市教育委員会の所管に係る阿南市情報公開条例施行

規則の一部を改正する規則について（総務課）
●阿南市奨学資金貸付条例施行規則の全部を改正する規則

について（総務課）
●阿南市立幼稚園条例施行規則の一部を改正する規則につ

いて（学校教育課）
●阿南市私立幼稚園就園奨励に係る補助金交付に関する規

則の一部を改正する規則について（学校教育課）
●施設型給付対象私立幼稚園の保育料等に関する要綱の一

部を改正する要綱について（学校教育課）
●施設型給付費支給に関する要綱について（学校教育課）
●阿南市立勤労青少年ホーム条例の一部改正について（生

涯学習課）
●阿南市立勤労青少年ホーム管理条例施行規則の一部を改

正する規則について（生涯学習課）
●阿南市立勤労青少年ホーム運営協議会規則の一部を改正

する規則について（生涯学習課）
●阿南市立公民館長の任命について（生涯学習課）
●人権ふれあい子ども会活動補助規則の全部を改正する規

則について（人権教育課）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22－3299）へ

子育て中でなかなか外に出ていけない、家にいながら仕事が
できたら良いな、そんな風に考えている方いらっしゃいませ
んか。時間や場所にとらわれないテレワークで、子育ても働
くことも諦めない新しい生き方が実現できます。お子さま連
れ大歓迎です。気兼ねなくみんなでワイワイ話しませんか。
日時　５月31日㈫　10:00～12:00
場所　富岡公民館１階　和室
定員　10人（先着順）　参加費　無料
申込方法　住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、電話、
ファクスまたは、はがきでお申し込みください。
申込期間　５月６日㈮～16日㈪（当日消印有効）
※いただいた個人情報は目的以外に使用しません。
申込み・問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地3
男女共同参画室（☎22－7401・FAX22－4785）へ

日時　５月８日㈰　10:00～13:00
　　　※雨天の場合は中止します。
集合　10:00　かもだ岬温泉駐車場（参加賞をプレゼント）
コース　かもだ岬温泉→かもだ岬灯台（小休憩）→蒲生田小

学校→かもだ岬温泉の約６km
参加方法　事前の申込みは不要ですので、当日、かもだ岬温

泉に集合してください。
参加費　無料　　持参物　タオル、飲料水など
注意事項　小学生以下は保護者同伴でご参加ください。
☆ウオーキングの後はかもだ岬温泉で、ゆっくりと身体を癒

してみませんか。
５月の休館日　２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
問い合わせは　かもだ岬温泉保養センター（☎21－3030）へ

３月定例会（３月18日開催）で、次の内容
について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより 女性のための働き方
ワークショップ参加者募集

ウオーキング in かもだ岬
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平成28年７月から

こどもの医療費助成制度の対象者を18歳まで拡大します
問い合わせは　保険年金課こども医療係（☎22－1118）へ

次の全ての要件を満たすこども

①　平成10年４月２日生まれから平成13年４月１日生まれまでのこども
　　※18歳に達した日以後の最初の３月31日までが助成制度の対象となります。
②　阿南市に住所があるこども
③　健康保険に加入しているこども
　　※ただし、生活保護法により保護を受けている世帯に属するこどもを除く。

新たに対象となる方

■申請期間：５月２日㈪～31日㈫
　　　　　　《平日》８:30～17:00

※ただし、５月29日㈰は８:30から17:00まで市民コーナーにて受付窓口を開設します。
■申請場所：市役所第１仮庁舎１階　　市民コーナー（市民生活課横）

または　各支所・各住民センター
※対象の方には、保険年金課から関係書類を送付します。内容をご確認のうえ、申請してください。
　申請書が届かない場合は、保険年金課までご連絡ください。

新たに対象となる方は、申請期間内に申請していただくようお願いします。

こどもの医療費助成制度の概要

阿南市に住所がある０歳から18歳（18歳に達した最初の３月末日）までの保険診療の自己負担額（一
部負担金）や入院時食事代の自己負担額（標準負担額）を助成する制度です。くわしくは、市ホーム
ページをご覧ください。

《７月１日からお使いになっていただく受給者証は、６月下旬に郵送します。》

●申請期間が過ぎても申請はできますが、受給者証の送付が７月１日以降となる場合があります。
●すでに、「受給者証」をお持ちの０歳から中学３年生までのお子さまについては、手続きの必要は

ありません。
●現在中学１年生から中学３年生で「藤色」の受給者証をお持ちの方は、新制度に対応した「みどり

色」の受給者証を６月下旬に郵送します。

申請方法
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ニュースオアシス

3/16
「18歳から変えられるあなたの未来」
選挙啓発活動を実施

選挙権の年齢が18歳以上に引き下げられます（６
月19日の後に公示される選挙から）。阿南市明る
い選挙推進協議会は、市役所新庁舎１階ロビーに、
「選挙啓発コーナー」を設置し、選挙啓発活動を
行いました。「明るい選挙啓発ポスター作品コン
クール」の中学校の部で金賞を受賞した吉積怜生
さん（阿南中学校２年）の作品を掲示したほか、
選挙啓発資料を配布しました。

3/20 「合併10周年記念式典」を挙行

平成18年３月20日に那賀川町、羽ノ浦町と合併
を行ってから10年を迎えたことを記念し、文化
会館で記念式典が挙行され、約500人が出席しま
した。岩浅市長は「これからも持続可能な行政運
営を行い、夢と希望あふれるまちづくりを推進し
ます」と式辞を述べました。式典後、「阿南第九
の会」の合唱や作家の乙武洋匡さんによる記念講
演が行われ、式典に花を添えました。

地域を変える新しい力となる
「地域おこし協力隊」活動開始！

全国的に広がりを見せている「地域おこ
し協力隊」を本市にも導入し、さらなる
地域力の向上に取り組みます。今年は、
県外から３人を招き入れ、農業振興や観
光開発などに従事します。
４月１日に行われた辞令交付式には、加
茂谷地区に入る愛知県常滑市出身の渡辺
敏郎さん（22歳・写真右）と兵庫県西
宮市出身の岩本昌子さん（41歳・写真

中）、椿地区に入る大阪府阪南市出身の助田光穂さん（24歳・写真左）が出席し、岩浅市長から辞令を受け取り
ました。
渡辺さんは、「皆さんに、早く顔と名前を覚えてもらいたいです。特に旧大井小学校を使ったまちおこしに取り
組みたいです」、岩本さんは、四国88カ所を回ったとき加茂谷の人や自然に魅かれたという。「加茂谷を活気の
あるまちにするため、お手伝いがしたいです。特に『かもの道』の活性化に取り組みたいです」、助田さんは、「ま
ずは地域の方とふれあいたいです。日々、アンテナを張って、地域おこし協力隊の第１号として恥じないように
精進します。特に、椿泊の街並みやかもだ岬温泉など椿地区の魅力を全国に発信したいです」とそれぞれ抱負を
述べました。
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楠根桜づつみ公園で「第１回桜まつり」が開催さ
れました（楠根町活性化協議会主催）。今年から
始まったこの祭りでは、ステージイベントとして
阿波踊りやフラダンスなどが披露されたり、飲食
イベントとしてうどんや焼き鳥などが販売された
りと多彩なイベントが催されました。時折雨が降
る中、花見客は笑顔で観覧し、ピクニック気分で
祭りを楽しんでいました。

満開の桜に囲まれて
楠根桜づつみ公園で「桜まつり」開催

4/3

共に生きていく
「定住自立圏形成協定」を締結

圏域全体の住民福祉の向上、および地域振興を図
る「定住自立圏形成協定」を牟岐町、海陽町との
間で締結しました。今後は、すでに協定を締結し
ている那賀町、美波町を含む県南部の１市４町が
新たな圏域を形成します。圏域間の生活機能の強
化など具体的な取組は、今後開催する「圏域共生
ビジョン懇談会」の中で取り決め、平成29年度
から事業を開始します。

3/25

これからが始まり
「輝くセカンドライフ」実践録が出版される

「日本女性会議＜男女共同参画＞ 2013あなん」第
５分科会（平成25年開催）のアフター事業で取り
組まれていた「輝くセカンドライフ」実践録が、出
版されました。この実践録は、「男女共同参画社会
実現に向けた、退職後の生き方」をテーマに原稿を
公募し、62人が寄稿しました。文化会館で行われ
た出版記念式には、たくさんの方がお祝いに駆けつ
けました。

3/21

新野高校の甲子園出場を記念して

新野高校が甲子園に出場したのを記念して（平成
４年春と平成８年夏の２回出場）、あななんアリ
ーナに記念プレートが設置されました。記念行事
では、プレートのお披露目や記念撮影などが行わ
れました。新野高校野球部の西尾龍人さん（３年）
は、「プレートが設置されて、先輩方の偉大な功
績を改めて実感しました。夏の大会に向けて力が
入ります」と話していました。

3/27
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あなん
カルチャー市内を中心とした美術愛好家の皆さんの力作をぜひご

覧ください。入場は無料です。
日時　５月３日㈷～５日㈷　9:00～17:00
　　　※５日㈷は16:00まで
場所　文化会館　視聴覚室・研修室
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	第55回記念	阿南市美術展

2015年度オーディエンス賞受賞者による演奏会。ゲ
ストにハープの福井麻衣さんを迎えます。
ピアノ・歌・ハープ　ことなる音色の３つのステージ
をお楽しみください。
日時　６月12日㈰ 
　　　14:00開演　16:30終演予定
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　1,000円（小学生以上）
出演者　
竹内郁子・西口幸江（連弾）

組曲「ドリー」作品56　　　　　  
マーチ「一度っきりの人生」
琉球幻想曲
ほか

　宇（バリトン）
　千の風になって

歌劇「フィガロの結婚」より
「もう飛ぶまいぞ、この蝶々」
ほか

福井麻衣（ハープ）　　　　　
浜辺の歌
亜麻色の髪の乙女
オペラ「エフゲニー・オネー
ギン」の主題による幻想曲
ほか
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■	ロレアコンサート

阿南市では「阿南市ウミガメ保護条例」に基づき、ウ
ミガメ保護に努めています。また、阿南市内の海岸に
上陸するウミガメの頭数調査を毎年実施しています。
ウミガメの上陸、または足跡が確認された場合は、文
化振興課までご連絡ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	ウミガメ上陸に関するお願い

日時　６月19日㈰　13:30開演予定　　　 
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち
　　　　（未就学児童を含む）
演奏方法　電子楽器および音声拡声器を使用しない洋

楽器による生演奏
演奏形態　独奏およびアンサンブル
参加費　無料
申込方法　所定の用紙にて情報文化センターまでお申

し込みください。（郵送可）
申込書配置場所　情報文化センター、文化会館、市民
会館、各公民館、市立図書館
申込締切日　５月15日㈰　※当日消印有効
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	「ジュニアコンサート」出演者募集！
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ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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の
六
十
一
年
間
に
海
外
へ
流
出
し
た
金

は
二
百
三
十
九
万
両
、
銀
は
三
十
七
万
貫

と
あ
る
。　

　

江
戸
時
代
の
代
表
的
学
者
新
井
白
石

（
一
六
五
七

－

一
七
二
五
。
七
代
将
軍
家

継
を
補
佐
し
、
貨
幣
政
策
に
深
く
関
わ
っ

た
。）
は
慶
長
（
一
五
九
六

－

一
六
一
四
）

以
降
宝
永
（
一
七
〇
四

－

一
〇
）
末
期
ま

で
に
金
銀
流
出
額
は
鋳
造
総
額
に
比
べ
て

金
は
四
分
の
一
、
銀
は
四
分
の
三
を
失
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。

　

次
に
「
安
政
の
金
の
大
流
出
」
に
つ
い

て
本
論
に
入
ろ
う
。

　

安
政
五
（
一
八
五
九
）
年
、
日
本
は
ア

メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ

ン
ダ
・
ロ
シ
ア
・
ド
イ
ツ
な
ど
と
通
商
条

約
を
結
ん
だ
。
そ
の
中
に
日
本
は
開
港
後

一
カ
年
以
内
に
外
国
人
か
ら
請
求
さ
れ
た

場
合
、
外
国
の
金
銀
貨
と
同
量
の
日
本
金

銀
貨
と
を
交
換
す
る
同
価
同
量
を
と
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
と
外
国
の
間
で
は
金
銀

比
価
に
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
。
日
本
で

は
金
一
に
対
し
て
銀
十
強
だ
っ
た
。
イ
ギ

リ
ス
で
は
金
一
に
対
し
て
銀
十
五
・
五
だ

っ
た
。
従
っ
て
、
安
政
六
（
一
八
六
〇
）

年
開
港
と
同
時
に
外
国
人
は
こ
の
制
度
を

利
用
し
た
。

　

外
国
人
は
欧
州
に
お
け
る
安
い
銀
貨
を

も
っ
て
わ
が
国
の
一
分
銀
と
交
換
し
、
こ

の
一
分
銀
を
も
っ
て
小
判
（
金
四
分
）
を

手
に
入
れ
、
こ
の
小
判
を
海
外
へ
持
ち
出

す
こ
と
に
よ
っ
て
巨
利
を
博
し
た
。

　

同
年
十
一
月
、
幕
府
は
駐
日
ア
メ
リ
カ

公
使
ハ
リ
ス
の
忠
告
を
受
け
入
れ
貨
幣
取

引
の
義
務
を
撤
廃
し
た
が
、
す
で
に
遅
き

に
失
し
た
。
八
月
以
降
四
カ
月
間
に
小
判

の
海
外
流
出
は
一
万
枚
以
上
に
及
ん
だ
と

言
わ
れ
る
。

　

流
出
貨
幣
の
実
態
を
ア
メ
リ
カ
貨
幣
を

例
に
し
て
述
べ
よ
う
。
洋
銀
百
枚
を
も
っ

て
安
政
年
間
鋳
造
の
一
分
銀
と
交
換
す
る

と
三
百
十
一
枚
と
な
る
。
こ
の
交
換
に
よ

っ
て
得
た
一
分
銀
三
百
十
一
枚
を
安
政
年

間
鋳
造
の
二
分
判
金
と
交
換
す
る
と
百
五

十
五
枚
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
金
貨
を
米
貨
に
換
算
す
る
と
百
五

十
ド
ル
八
十
四
セ
ン
ト
四
六
四
一
と
な
る
。

つ
ま
り
、
洋
銀
の
取
引
を
一
回
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
外
国
人
は
五
十
一
ド
ル
の
利
益

を
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
起
き
た
の
は
正
に

情
報
力
の
不
足
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
幕
府
内
に
お
け
る
経
済
官
僚
の
軽

視
に
あ
っ
た
。
い
か
に
長
い
間
鎖
国
が
続

い
た
と
は
い
え
お
粗
末
で
あ
る
。（

続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
112

洋銀（メキシコ銀）
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私
た
ち
が
住
む
阿
南
市
は
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
沿
い

で
は
潮
風
や
波
の
音
を
全
身
で
感

じ
、
川
沿
い
で
は
水
面
の
美
し
さ
、

山
で
は
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と

も
に
変
化
す
る
草
木
を
眺
め
な
が

ら
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
友
達
も
で
き
ま
し
た
。
年
齢
や

職
業
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
マ
ラ
ソ
ン

を
し
て
い
な
け
れ
ば
知
り
合
っ
て

い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
お
互
い

に
目
標
タ
イ
ム

を
達
成
し
た
時

に
は
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
喜

び
、
悔
し
い
時

に
は
励
ま
し
合

う
仲
間
で
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
を

通
じ
て
得
た
も
の
は
大
き
く
、
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。「
走
る
の
は
無

理
」
と
い
う
方
も
ま
ず
は
外
へ
出

て
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
新
し
い〝
気
付
き
〟

が
待
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
、
那
賀
川
町
の
柴　

真
紀

さ
ん
で
す
。

阿
南
市
文
化
祭
短
歌
大
会
選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

 

荒
瀬
佐
知
子

保
育
児
の
朝
の
散
歩
に
赤
い
帽
手
押
し
に
の
っ
て
コ

ス
モ
ス
に
似
て

佳
作　
　
　
　
　
　

 

三
澤　

和
子

苦
し
み
し
七
十
年
の
魂

た
ま
し
いを
持
ち
て
生
き
き
し
昭
和
一

桁佳
作　
　
　
　
　
　

 

湯
浅
佐
智
子

お
り
お
り
の
花
絶
や
さ
じ
と
吾あ

の
め
ぐ
り
老
い
の
平

安
保
ち
つ
つ
生
く

佳
作　
　
　
　
　
　

 

井
坂　

季
子

髪
洗
う
長
湯
の
吾
に
「
の
ぼ
す
ぞ
」
と
ガ
ラ
ス
戸
の

ぞ
く
夫
の
幻

佳
作　
　
　
　
　
　

 

木
内　

照
代

夏
翔
け
た
小
さ
き
サ
ン
ダ
ル
色
褪あ

せ
て
戸
口
に
ふ
た

つ
干
さ
れ
て
い
た
り

佳
作　
　
　
　
　
　

 

小
畑　

定
弘

丼ど
ん
ぶ
りで

動
き
の
弱
き
金
魚
飼
う
夜
店
に
孫
と
掬
い
き
た

れ
ば

　
　
　
　
　
　

 

青
木　

弘
子

「
こ
ん
ば
ん
は
」
弾
け
し
声
の
女
学
生
華
道
教
室
若

さ
を
活い

け
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

喜
多　

啓
吉

お
や
じ
似
の
息
子
と
春
の
墓
に
立
つ

　

私
は
６
年
前
、
マ
ラ
ソ
ン
を
始

め
ま
し
た
。
学
生
の
頃
は
自
他
と

も
に
認
め
る
運
動
音
痴
。
そ
の
私

が
今
で
は
完
全

に
マ
ラ
ソ
ン
の

魅
力
に
は
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

マ
ラ
ソ
ン
と

聞
く
と
「
苦
し

そ
う
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
実
際
私
も

そ
う
で
し
た
）。
で
も
、い
ざ
走
っ

て
み
る
と
、
苦
し
い
だ
け
で
は
な

く
、
今
ま
で
感
じ
な
か
っ
た
〝
気

付
き
〟
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

自
然
や
季
節
の
変
化
で
す
。
車
で

は
一
瞬
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
道

で
も
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
み
る

と
、
花
や
鳥
の
鳴
き
声
、
風
、
空
、

空
気
の
違
い
ま
で
も
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
　

鳥
海　

勇
二

ク
ラ
ス
会
さ
く
ら
満
開
友
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
羽　

竹
子

集
い
寄
る
七
十
才
の
ひ
な
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

千
草

ま
ず
ま
ず
の
診
断
な
り
し
野
に
遊
ぶ

阿
部
て
る
み

ゆ
た
か
な
る
湯
気
や
人
待
つ
梅
の
茶
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

長
田　

千
津

雨
粒
の
ふ
く
ら
む
梢
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

絹
代

一
群
れ
の
羽
音
賑
わ
し
春
の
川

車
田
マ
サ
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
渡
り
廊
下
に
並
び
お
り

田
中
ゆ
り
子

草
萌
え
に
急
か
れ
て
花
の
苗
買
ひ
に

樫
原
さ
つ
き

皆
枯
れ
て
空
地
に
素
馨
一
つ
か
な

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

田
上　

鶴
子

い
い
人
で
終
わ
り
た
く
な
い
木
の
根
っ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

掛
け
声
が
ほ
し
い
立
つ
の
も
座
る
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

主
導
権
妻
が
握
っ
て
お
ら
が
春

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
ま
さ
よ

見
え
見
え
の
嘘
に
一
日
惑
わ
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

酒
本　

耕
造

や
わ
ら
か
な
言
葉
で
頼
む
肩
た
た
き

500

市
民
文
芸

マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て

津乃峰町
湯浅美智代さん
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Let’s e
njoy

としょかんライフ

阿南市立図書館だより
５月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
阿 南 図 書 館

9:00〜18:00
土日は17:00まで

☆ 休 休 休 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 休 休 休 ☆ 休 ◆ ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　14日㈯　８：30～10：00
　※雨天の場合は22日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

対象　市内在住の方　　日時　６月～11月までの毎月第２水曜日（８月は３日開催）13:30～15:00
場所　阿南図書館３階　視聴覚室　　募集人数　30人程度（希望者多数の場合は抽選）
申込方法　住所、氏名、電話番号を記入のうえ、はがきでお申し込みください。
               ※いただいた個人情報等は目的以外に使用しません。
申込締切日　５月16日㈪　※当日消印有効
申込み・問い合わせは　〒 774‐0011　領家町本荘ケ内121番地　阿南図書館内市史編さん室（☎22－1573）へ

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
（第１～第４木曜日）10:30～11:00��
　※第１木曜日はお休みです。 那賀川図書館では、土曜日10:00からバックグラウンドミュージ

ックとしてピアノ演奏を行っています。（毎年４月・５月はお休み。）
中学生の皆さん、那賀川図書館でグランドピアノを弾いてみませ
んか。６月から来年３月までの期間、演奏してくれるボランティ
アを募集します。
募集人数　10人（応募多数の時は抽選）
募集期間　５月６日㈮～20日㈮
応募方法　図書館３館に置いてあるチラシの申込書を、那賀川図

書館に提出してください。（ファクス可）
問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

中学生ピアノ
ボランティア募集

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

巡回日 巡　回　場　所 時　間
10日㈫ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

13日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

19日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
20日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

26日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書館車「ひまわり号」５月の巡回日程

「古文書を読む会」受講者募集市史編さん室より
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

羽ノ浦こどもの日
凧
たこ

揚げ大会
大空の下、みんなで凧
揚げを楽しみましょう！
日時　５月５日㈷　10:00～15:00
　　　※雨天の場合は中止
場所　那賀川河川敷第３緑地公園
　　　（羽ノ浦町明見）
※子ども用の貸出し凧あります。（無料）
問 羽ノ浦町おやじの何でも塾　福井
　 （☎090－5717－7334）へ

若者ＵＰプロジェクト
就職につながるパソコン講座
日本マイクロソフト㈱と協働したパソコン
講座でエクセルの基本操作を学びます。短
期集中でエクセルのパソコンスキルを身に
付けたい方にはぴったりの講座です。また
予約制で若者の就労相談も行っています。
対象　義務教育終了後15～39歳までの無

業の方　※学生不可
日時　５月17日㈫、18日㈬
　　　13:00 ～ 16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
定員　５人　　受講料　無料
申込締切日　５月16日㈪
※要予約
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

阿南少年少女合唱団
団員募集
お子さまの心身の発育に音感教育します。
声楽家の専門的な発声や歌い方を学びなが
ら、楽しく一緒に歌いましょう。
対象　３歳～高校生
日程　毎週土曜日
基礎クラス　13:15 ～
中級クラス　14:15 ～
場所　ひまわり会館
参加費　月額3,000円
※別途、年会費3,000円が必要です。
問 指導者　杉尾（☎090－6287－8823）
または　保護者会　
中原（☎ 22－4222）へ
opera.tokushima@ezweb.ne.jp

ベルゲンブリューダー
10周年記念コンサート
西日本第２の高峰剣山の頂上三角点で恒例
の「しめなわ掛け替え」行事に合わせて合
唱で参加しています。今回は、合唱団の誕
生秘話を物語にした子どもたち「AWAキ
ッズ」と共演するドラマです。特に、各地
で活躍している「APPOの会」を迎え、親
しみやすい曲の数々を「楽しく・明るく」
合唱できる喜びと感動を味わいたいと思い
ます。
日時　５月８日㈰
　　　14:00開演（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　無料（全席自由）

問 ベルゲンブリューダー　越久村
　 （☎090－4786－7800）へ

小学生～高校生のための夏休み
海外研修交流事業参加者募集
内容　ホームステイ、ボランティア、文化

交流、学校体験、英語研修、地域見
学、野外活動など

日程　７月22日㈮～８月14 日㈰のうち、
８～18日間

派遣先　イギリス、オーストラリア、カナ
ダ、サイパン、シンガポール、フ
ィジー、フィリピン、モンゴル

対象　小学 3年生～高校 3年生の方
参加費　25～69万円
申込締切日　５月26日㈭または６月９日㈭

問（公財）国際青少年研修協会
　 （☎03－6417－9721）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　５月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土、日曜日は地域会員　花野
（☎090－3787－0305）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科　

▼電気設備技術科（６カ月）

▼住宅リフォーム技術科（６カ月）
訓練期間　７月４日㈪～12月28日㈬
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　５月２日㈪～６月６日㈪
問 ポリテクセンター徳島
（☎088－654－5102）へ

徳島労働局からのお知らせ

アルバイトの労働条件
を確かめよう
学生等のアルバイトのトラブル防止のため、
徳島労働局では平成 28年４月から７月ま
での間、「アルバイトの労働条件を確かめ
よう！」キャンペーンを実施します。
授業やテストの日にシフトを変更させられ
た、アルバイトを辞めさせてくれない、労
働条件を教えてくれないなど、トラブルが
あれば、徳島労働局またはお近くの労働基
準監督署の「若者相談コーナー」へご相談
ください。

問 阿南総合労働相談コーナー（阿南労働
基準監督署内☎22－0890）
夜間や休日は労働条件相談ほっとライ
ン（☎ 0120－811－610）へ

第11回阿南市合唱祭 
阿南市内の７合唱団とゲストの戸邉祐子さ
ん（メゾソプラノ）とともに合唱祭を開催
します。
日時　５月22日㈰ 14:00～（13:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
出演団体　▶阿南合唱団▶ぎんのすず合唱
団▶那賀川童謡を歌う会▶野の花コーラス
▶ベルゲンブリューダー▶レディースアン
サンブルひまわり▶ブルースカイ合唱団
※入場無料
問 阿南市合唱祭実行員会　松村
　 （☎22－3719）へ

阿南合唱団 団員募集
楽しく一緒に歌いましょう！
練習日程　毎週木曜日　
　　　　　19:30～21:30
場所　ひまわり会館　21世紀室
問 阿南合唱団　飯田（☎23－1735）へ

「千羽海崖周遊」ウオーク 
日時　５月14日㈯　
集合　９:00　日和佐駅前
※できるだけ汽車、バスでご参加ください。
ルート　日和佐駅前～県民局美波庁舎～通

り岩休憩所（245ｍ）～千羽休憩
所～千羽トンネル～日和佐駅前　

距離　約８㎞の上り、下りがあります。
解散　12:30 頃　日和佐駅前
参加費　300円
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

の写し等
※歩きやすい服装、すべりにくい靴でご参
加ください。万一の事故には、傷害保険
（主催者加入）の範囲内および応急処置
以外の責任は負いません。

問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。７月号の締め切りは５月31日㈫です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

県立南部テクノスクール
受講生募集
訓練科　介護初任者研修科１
内容　徳島県介護職員初任者研修課程
定員　15人
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた人
訓練期間　７月５日㈫～10月４日㈫
　　　　　9:15～16:35

（日、祝日、お盆は休校）
場所　阿南建設会館
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期間　５月16日㈪～６月14日㈫
申込先　居住地を所管する公共職業安定所へ
問 公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ

家庭訪問型子育て支援 ホームスタート

ホームビジター養成講座
受講生募集
「ホームスタート」は、同じ子育て経験者
が親の気持ちにそっと寄り添う先輩ママの
ボランティア活動です。地域の子育て家族
へ訪問し、「傾聴（話を聞く）」「協働（一
緒になにかをする）」を通し、笑顔を届け
るホームビジターの活動にあなたも参加し
ませんか。
対象　▶全日程（８日間）に参加できる方
▶原則として、子育て経験がある方
▶受講後に訪問支援活動に携わっていただ
ける方
日 程　 ５月12日 ㈭、19日 ㈭、25日 ㈬、
31日㈫、６月９日㈭、16日㈭、24日㈮、
30日㈭　9:30～15:00
場所　ひまわり会館
定員　15人（定員に達し次第締切り）
受講料　無料
申込方法　電話でご連絡いただいた方に申
込書を送付しますので、必要事項を記入の
うえ、お申し込みください。
問 ホームスタートとくしま事務局（南部）
 　（☎080－3162－7433）へ

親子のふれあい
ベビーマッサージ教室
赤ちゃんとふれあって楽しくコミュニケー
ションをとりましょう！
対象　０～２歳までの親子５組
日時　５月11日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階
参加費　1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ

３分間でできる健康体操
真向法講習会
座ってできるストレッチング！たった４つ
の動作で足腰が柔軟になり、若さが保たれ
ます。初心者の方もお気軽にご参加くださ
い。
日時　５月25日㈬　13:00～14:30
　　　（受付12:30～）　
場所　富岡公民館１階　和室
講師　（公社）真向法協会
　　　会長　佐藤良彦先生
参加費　無料（申込不要）
持参物　タオル
後援　阿南市
※体操のできる服装でお越しください。
問 阿南真向会　杉本（22－5140）へ

春の「ファミリーデイ
キャンプ」開催！
５月：『家族で！海辺で竹クッキング！』
竹を調理器具にしてのアウトドアクッキン
グや竹細工に挑戦！
日時が近いので、お早めにお申し込みくだ
さい。
日時　５月８日㈰　10:00～15:00
　　　※日帰り
場所　ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
定員　各20家族程度（先着順）
参加費　小学生以上 2,000円（税込)　
幼児1,000円（税込）（昼食代含む）
持参物　屋外での活動が中心となります。

季節に合わせた動きやすい服装を
お選びください。軍手（綿100％）、
水筒、帽子

申込方法　電話でお申し込みください。
問 ＹＭＣＡ阿南国際海洋センター
　 （☎33－1221）へ

2016年ケアマネ受験対策教室
来年が現行の受験資格で受験できる最後の
チャンス！今年、確実に突破できるよう当
講座をぜひご活用ください。
日時　5/17 ㈫、6/14 ㈫、7/12 ㈫
　　　10:00～16:30
場所　阿南市文化会館
内容　ポイントを絞った解説と社会人向け

受験必勝法を伝授
参加費　資料代が必要
定員　各講座とも先着順
※くわしくは、お問い合わせください。
問 さくら福祉学院　徳島校
（☎090－7571－4752）谷川
sakuratoku05@gmail.comへ

大野パッチワーク作品展
お茶とお菓子でパッチワークの世界をお楽
しみください。「ミニ講習会」ではネック
レス作りにも挑戦できます（材料費500円）。
日時　５月14日㈯　9:00～16:00
　　　　　15日㈰　9:00～15:00
場所　大野公民館２階　ホール
内容　パッチワーク作品の展示（タペスト

リー、テーブルセンター、バッグ、
ポーチ、ポシェット、ネックレス、
ブローチほか）

問 大野パッチワーク教室　清原
　 （☎090－8697－0077）へ

憲法週間行事 無料法律相談 
徳島弁護士会所属の弁護士が、皆さんのご
相談に応じます。
日時　５月12日㈭　9:30～15:00
　　　※予約制
　　　※相談時間は30分
場所　徳島地方・家庭裁判所
定員　50人（午前25人、午後25人）
申込方法　電話でお申し込みください。
※定員に達し次第申込みを締切ります。
問 徳島地方裁判所総務課庶務係
 　（☎088－603－0111）へ　
　 ※平日9:00～17:00

山田洋次監督
初のファンタジー

「母と暮らせば」

日時　５月15日㈰　
　　　①10:30　②14:00
場所　夢ホール（文化会館）
出演　吉永小百合、二宮和也、黒木　華
　　　ほか
入場料

前売り 当日
シニア 1,000円 1,100円

一般・大学生 1,300円
小・中・高生
障  が  い  者 －   500円

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

就労継続支援Ａ型事業所
（写真：ＭＩＲＡＩＥ）

第７回 地域と共生する杜の
ホスピタル文化活動

「障がい者の自立にむけて！」
藍綬褒章と厚生労働大臣表彰を受章され、
高知県東部を中心に障がい者の就労に携わ
れている竹部理事長をお招きし障がい者の
自立についてご講演いただきます。
日時　５月６日㈮　14:00 ～
場所　医療法人　杜のホスピタル
　　　ＯＴホール
参加費　無料
定員　100人程度（先着順）
問 医療法人　杜のホスピタル　リハビリ
テーション課　作業療法士　中井・石川
（☎22－0218）へ
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健康いきいき情報

 献血にご協力ください（５月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

12日㈭

四 国 電 力 ㈱
阿 南 営 業 所 富岡町 12:30〜13:30

阿 波 銀 行
阿 南 支 店 富岡町 15:00〜16:30

26日㈭ キ ョ ー エ イ
羽 ノ 浦 店 羽ノ浦町 13:30〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。

問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

里帰り出産等で徳島県外で
予防接種を希望される方へ
里帰り出産などやむを得ない事情により、
定期予防接種を徳島県外で希望される場合、
阿南市が設定している接種料金を上限とし
て、払い戻しができます。接種前に依頼状
を発行する必要がありますので、希望され
る方は事前に保健センターへ申請してくだ
さい。

長期にわたる病気等のため定期予
防接種を受けられなかった方へ
慢性心疾患等で長期にわたる療養が必要な
病気にかかったことにより、定期予防接種
の対象年齢内に接種を受けられなかった方
は一定期間内であれば、定期接種として接
種できます。接種前に申請が必要となりま
すので、希望される方は保健センターへご
連絡ください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

平成28年度高齢者の肺炎球菌
感染症予防接種について

阿波踊り体操教室
日時　５月19日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

問 保健センター（☎22－1590）へ

電話での健康相談・栄養相談
随時受け付けています。電話にてお問い合
わせください。

受付日時　平日8:30～17:00

問 保健センター（☎22－1590）へ

達者でおろな健康教室

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、講

話と試食「おいしく食べましょう」
講師　栄養士
持参物　健康手帳（無い方は交付します）

平成26年10月から定期接種になったこの
ワクチンは、肺炎球菌による肺炎の予防、
また重症化を予防します。対象者へは５月
中に予診票をお送りする予定です。
対象者　
①平成28年度中に、65歳、70歳、75歳、
80歳、85歳、90歳、95歳、100歳にな
る方
②60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎
臓・呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫機能に障害を有する方
※②の方は医師に相談してください。
※①、②の方共に過去にこの予防接種を接
種したことがある方は対象外です。
実施期間　平成29年３月31日まで
接種費用　4,000円
接種方法・必要なもの
接種費用とお送りする予診票と接種済証を
お持ちのうえ、事前に予約して医療機関を
受診してください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

救急告示病院（夜間や休日に、
入院や手術が必要な患者さんが
受診する医療機関）が５月１日
から次のように変わりました

※は対応可能な医療機関での受診となります。
◆阿南共栄病院（☎44－3131)　
◆阿南中央病院（☎22－1313）
◆原田病院（☎22－0990）
当番病院の問い合わせは
阿南市消防本部（☎22－1120）
音声案内（☎22－9999）へ

５月の日程 場　　　所

６日㈮ 10:00～11:30 ひ ま わ り 会 館

９日㈪
10:00～11:30 福井町総合センター

13:30～15:00 長 生 公 民 館

10日㈫ 10:00～11:30 中 林 ふれあい会館

11日㈬
10:00～11:30 那賀川社会福祉会館

13:30～15:00 加茂谷総合センター

17日㈫
10:00～11:30 新 野 公 民 館

13:30～15:00 宝 田 公 民 館

23日㈪
10:00～11:30 大 野 老人憩いの家

13:30～15:00 橘 町 総合センター

24日㈫
10:00～11:30 椿 公 民 館

13:30～15:00 椿 泊 老人憩いの家

25日㈬ 10:00～11:30 中野島公民館上中分館

27日㈮
10:00～11:30 桑野コミュニティセンター

13:30～15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

まむしにご注意 !!
まむしが活動し始める季節です。山などに
でかけるときは、十分注意しましょう。咬
まれたときは一刻も早く医師の診断をうけ
てください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

まむし血清配置場所
（５月〜10月まで配置）

配　置　先 所在地 電話番号

馬原医院 新 野 町 36－3339

原田病院 富 岡 町 22－2715

加茂谷診療所 加 茂 町 25－0200

阿南中央病院 宝 田 町 22－1313

阿南共栄病院 羽ノ浦町 44－3131

曜　日 当番病院 時間外診療時間

日
第1・3・5 ※ 　

第2・4 阿南共栄病院 8:30〜翌朝8:30

月
第1・2・3・4 阿南中央病院 17:00〜翌朝8:30

第５ 阿南共栄病院 17:00〜翌朝8:30

火

第1・3 阿南共栄病院 17:00〜翌朝8:30

第２ 原田病院 17:00〜翌朝8:30

第4・5 ※ 　

水 　 阿南共栄病院 17:00〜翌朝8:30

木
第1・2・3・4 阿南中央病院 17:00〜翌朝8:30

第５ 阿南共栄病院 17:00〜翌朝8:30

金
第1・3・5 阿南共栄病院 17:00〜翌朝8:30

第2・4 ※ 　

土 　 阿南共栄病院 8:30〜翌朝8:30

問 保健センター（☎22－1590）へ
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５月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

10日㈫　保健師による身体計測
18日㈬　園庭開放
19日㈭　おはなしのポケット
26日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

10日㈫　みんなで遊ぼう
    　　　「しゃぼん玉あそび」
12日㈭　おはなしたんぽぽさんによる
    　　　読み聞かせ
17日㈫　防災公園へお散歩
    　　　（10:30集合）
19日㈭　子育て講座
24日㈫　おはなしだいすき
31日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

10日㈫　おはなしのポケット
17日㈫　３Ｂ体操
24日㈫　助産師による子育て講座
31日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

  6日㈮　母の日のプレゼント作り
    　　　講師：コスモスフレンズ
    　　　　　　小原邦子さん
10日㈫　戸外で遊ぼう
20日㈮　おはなしを聞こう
24日㈫　作って遊ぼう
31日㈫　お誕生会

◇うたって遊ぼう　
　13日㈮、17日㈫、27日㈮

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30〜11:30
日程　11日㈬　桑野公民館
　　　18日㈬　加茂谷公民館
　　　25日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
10日㈫、13日㈮、17日㈫、20日㈮、
24日㈫、31日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
（※＝要予約）

  6日㈮　高齢者とのふれあい会※
  9日㈪　発育計測・健康相談
10日㈫　ミュージックケアー乳児※
11日㈬　ファミサポ「にじ色阿南」
12日㈭　ようこそおひさまの集い※
16日㈪　発育計測
23日㈪　ミュージックケアー幼児※
25日㈬　お誕生会
27日㈮　おはなしコロリン
30日㈪　消防署見学※

※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

●ファミサポさんの“にじいろあなん”交流会
那賀川子育て家庭支援センター（おひさま
ひろば）にて楽しい親子遊びをしましょう。
登録出張会も開催します。
日時　5月11日㈬　11:00～12:00
場所　那賀川子育て家庭支援センター
　　　（おひさまひろば）

●ファミサポ会員研修会 “身体が喜ぶ
　地産地消ごはん ”
阿南市の子育てに力を貸してくださる提供
会員募集中！
地元の新鮮な食材でパワーアップして子ど
もたちと元気に過ごしましょう。
日時　５月13日㈮　10:00～13:00
場所　ひまわり会館　グルメルーム
定員　15人
参加費　300円
申込締切日　５月６日㈮

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。お友だち作り
や地域の情報交換などができます。保健師
さんによる計測も行っています。
日時　５月26日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　すこやかルーム

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550) へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00

阿南ファミリー・サポート・センター

春に生活環境が大きく変化したり、新
しい生活や環境に適応できなかったり
して、ゴールデンウィーク明け頃から
理由不明の体や心の不調に陥ることが
あります。いわゆる「五月病」です。
気分が沈んで晴れ晴れしない、無気力、
不安感、焦りなどが特徴的な症状で、
不眠、疲労感、食欲不振、やる気が出
ない、人と関わるのが面倒になるなど
の訴えがあります。
ゴールデンウィーク中の生活リズムの
乱れに気をつけるとともに、気分転換
をし、ストレスをためないよう心がけ
るのが良いそうです。
大人なら、食事やアルコールに頼った
りすることでストレスを発散すること
がありますが、過ぎると摂食障害や急
性アルコール中毒など、別の問題を引
き起こす可能性があるので、あまりお
勧めできません。中学校や高校など、
以前の環境の友人と会うのも良いそう
です。
私たちは、つい ｢頑張りなさい｣ と叱
咤激励することはあっても、それに対
して「褒める」「認める」ことは少な
くなりがちです。
でも、子どもたちも私たちも自分なり
に新しい環境で努力したり工夫したり
したことを ｢認められたい｣ のです。
進学や進級などで新しい環境の中でよ
く頑張ってきた子どもたち（大人も含
めて）をまわりの人が認め、労いの気
持ちをもって見守ることが大切なよう
です。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

−五月病にどう対処する？−

て ひ ろば育子
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飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ

５月 地区 時　　間 場　　　　所

16
日
㈪

見
能
林

9:30～ 9:40 旧 才 見 分 館

9:50～10:00 中 林 分 館

10:10～10:20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵

10:30～10:40 見 能 林 公 民 館

10:50～11:00 林 崎 正 八 幡 神 社

11:10～11:20 大 潟 分 館

11:30～11:40 旧 津 乃 峰 分 館

桑　

野

13:00～13:10 山 口 分 館

13:20～13:30 川 西 集 会 所

13:40～13:50 桑 野 駅 前

14:00～14:10 大 地 橋 西 詰

14:20～14:30 成 松 集 会 所

17
日
㈫

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

9:30～ 9:40 石 本 秀 松 園 前

9:50～10:00 宝 田 公 民 館

10:10～10:20 阿南バッティングセンター横

10:30～10:40 上 中 分 館

10:50～11:00 柳 島 老 人 ル ー ム

11:10～11:20 横 見 消 防 詰 所

13:00～13:10 長 生 住 民 セ ン タ ー

13:20～13:30 長 生 隣 保 館

13:40～13:50 西 方 大 将 軍 神 社

19
日
㈭

福
井
・
新
野

9:30～ 9:40 福 井 町 総 合 セ ン タ ー

9:50～10:00 福 井 駅 前

10:10～10:20 旧 福 井 南 小 学 校

10:40～11:00 新 野 住 民 セ ン タ ー

11:10～11:20 新 野 旧 家 畜 診 療 所

13:00～13:10 久 田 橋 東 詰

13:20～13:30 農 協 徳 信 集 荷 場

13:50～14:00 生 谷 バ ス 停

20
日
㈮

大
野
・
加
茂
谷

9:30～ 9:40 下 大 野 八 幡 神 社

9:50～10:00 大 野 住 民 セ ン タ ー

10:10～10:20 上 大 野 八 幡 神 社

10:30～10:40 熊 谷 町 集 会 所

10:50～11:00 楠 根 消 防 格 納 庫

11:10～11:20 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー

13:00～13:10 大 井 小 学 校 前

13:20～13:30 十八女コミュニティセンター

13:40～13:50 お 松 権 現

５月 地区 時　　間 場　　　　所

23
日
㈪

椿
・
椿
泊
・
橘

9:50～10:00 働 々 バ ス 停

10:10～10:20 椿 住 民 セ ン タ ー

10:40～10:50 椿 泊 連 絡 所

13:00～13:10 鵠 分 館

13:20～13:30 海 正 八 幡 神 社

13:40～13:50 橘 町 総 合 セ ン タ ー

14:00～14:10 橘町こどもセンター前

14:20～14:30 阿南勤労者体育センター

24
日
㈫

富　

岡

9:20～ 9:30 黒 津 地 八 幡 神 社

9:40～ 9:50 王 子 バ ス 停 広 場

10:00～10:10 日開野コミュニティセンター

10:20～10:30 三 石 神 社

10:40～10:50 阿南青少年健全育成センター

11:00～11:10 正 福 寺 入 口

11:20～11:30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

26
日
㈭

羽
ノ
浦

9:30～ 9:40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

9:50～10:00 春 日 野 中 央 公 園

10:10～10:20 あ す み が 丘 天 神 神 社

10:30～10:40 岩 脇 小 学 校 校 庭

10:50～11:00 羽ノ浦公民館古庄分館

那
賀
川

13:00～13:10 東とくしま農協西原出張所

13:20～13:30 那賀川公民館平島分館

13:40～13:50 出 島 神 明 神 社

14:00～14:10 那 賀 川 公 民 館

14:20～14:30 小 延 日 吉 神 社

14:40～14:50 島 尻 厳 島 神 社

15:00～15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

■問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

■問い合わせは　環境保全課（☎22－3413）へ

生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所
在地・飼い犬が変わったときなどは届け出が必要です。

・犬の放し飼いは絶対にやめてください。
・公共の場で飼い犬がふんをしたら、飼い主が責任

をもって持ち帰ってください。

届け出が必要です

ご協力ください

飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。　料金6,000円（登録3,000円、注射3,000円）

犬の登録と予防注射のお知らせ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
1日 か じ か わ 整 形 外 科 日開野町  ☎24－5750
3日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町  ☎22－1313
4日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町  ☎22－1313
5日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町  ☎22－1313
8日 阿 南 天 満 ク リ ニ ッ ク 上 中 町  ☎22－2299

15日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町  ☎22－1313
22日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町  ☎22－1313
29日 井 原 医 院 見能林町  ☎21－0021

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

５月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00～17：00

スポーツ施設５月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 2・9・16・23・30日
那賀川スポーツセンター 6・11・18・25日
羽ノ浦総合国民体育館 2・9・16・23・30日
羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・16・23・30日
県南部健康運動公園 6・10・17・24・31日

５月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録等は行っていません。）

市民生活課（☎22－1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22－1792）へ

18日㈬　17：15～18：15　第１仮庁舎１階

表紙の写真は、４月９日に北の脇海水浴場で行われた観光地引網のようす。中野島小学校児童が挑戦しました。さて、広報あなんの名物コーナー「随筆リレ
ー」が今回で500回。昭和49年９月号の第１回から、市民の声をつないできました。これからも市民の皆さまとともに歩む広報でありたいです。（谷内）
４月から広報担当として秘書広報課に配属されました林と申します。取材では市民の皆さまとの交流を深める貴重な体験ができるので、すでに私の楽しみと
なっています。未熟者ではございますが、皆さまに有益な情報をいち早くお届けするため、日々精進してまいりますので、よろしくお願いいたします。（林）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

５月の相談

法律相談（要予約） 12日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22－1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 10日㈫、24日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22－1116

司法書士による法律相談 27日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22－1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24－3251

特設人権相談 11日㈬
時 13:30～16:00　所 羽ノ浦公民館、那賀川社会福祉会館応接室
問 人権・男女参画課　☎22－3094

人権相談 20日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22－3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42－3885

心配ごと相談 ２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23－7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 10・17・24・31日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約） 12日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※６月の相談日はありません。

人口と世帯数

人口 75,228人 （−266）
（男）36,397人 （－111）
（女）38,831人 （－155）

世帯数 30,553世帯（＋5）

※平成28年３月末日現在
　カッコ内は前月対比

５月の市税

●平成28年度分の市県民税・国民健康保険税第１期分から口
座振替を希望される場合は、５月16日㈪までに指定金融機関の
窓口で手続きをしてください。全期前納から期別納付への変更
も同様です。
●固定資産税（全期分）口座振替済通知書と軽自動車税口座振
替済通知書（納税証明書）の郵送は５月中旬を予定しています。

日曜相談窓口  29日㈰  8:30～17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。
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今
、
こ
ん
な
自
然
体
で
笑
え
て
ま
す
か
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
土
地
で
親
し
い
友

人
に
囲
ま
れ
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
。
そ
ん
な
あ
っ
た
か
い
居
場
所
「
生
谷
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
が
あ
る
。

　

新
野
町
に
あ
る
生
谷
地
区
は
谷
あ
い
の
山
村

で
、
現
在
28
戸
が
暮
ら
し
、
そ
の
う
ち
子
ど
も

（
中
学
生
以
下
）
が
17
人
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
力
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
お

互
い
が
情
報
交
換
を
し
よ
う
と
〝
た
ま
り
ば
〟

を
つ
く
っ
た
の
が
き
っ
か
け
。
会
長
の
南
谷
隆

夫
さ
ん
（
87
歳
）
は
、「
自
分
た
ち
が
い
き
い

き
と
情
熱
を
も
っ
て
活
動
し
よ
う
と
い
う
思
い

か
ら
『
生
谷
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』
と
名
付
け
ま

し
た
」
と
話
す
。

　

春
に
は
、
歩
き
遍
路
さ
ん
の
た
め
の
接
待
所

を
設
け
、
真
心
込
め
て
作
っ
た
お
に
ぎ
り
や
か

し
わ
餅
、
み
か
ん
な
ど
で
お
接
待
を
す
る
。
豊

か
な
自
然
の
中
、
全
国
各
地
、
外
国
の
人
々
と

の
あ
た
た
か
な
触
れ
合
い
が
生
ま
れ
る
。

　

夏
に
は
、
ス
イ
カ
割
り
や
メ
ダ
カ
す
く
い
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
催
し
、

親
・
子
・
孫
の
三
世
代
が
交
流
す
る
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
遊
び
の
ビ
ッ
ク
リ
箱
。
嬉
々

と
し
て
湧
き
上
が
る
歓
声
や
子
ど
も
た
ち
の
目

の
輝
き
が
、
メ
ン
バ
ー
の
喜
び
で
あ
り
励
み
と

な
る
。
ほ
か
に
も
、
籠
づ
く
り
や
写
経
、
ま

た
、
秋
に
は
近
隣
の
広
重
地
区
と
合
同
で
健
康

教
室
を
行
い
、
健
康
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。
会
の
結
成
か
ら
５
年
目
と
な
る
今
も
、

自
分
た
ち
で
考
え
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続
け

て
い
る
。

　

平
成
26
年
５
月
、
生
谷
に
国
の
天
然
記
念
物

の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
た
。「
こ
の
地
に
何

十
年
と
住
ん
で
い
る
が
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
た

の
は
初
め
て
」
と
話
す
皆

さ
ん
。
幸
せ
を
運
ぶ

鳥
は
、
生
谷
の
熱

い
思
い
に
応
え
る

た
め
こ
こ
に
立
ち

寄
っ
た
に
違
い
な
い
。
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早
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ホ
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ム
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ジ
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広
報 阿南ぶらりまち紀行

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜 第118回

生
おい

谷
だに

いきいきサロン（新野町）

三世代の交流は何よりの元気の源

早朝よりお接待のおにぎりを手作りする

荷造り紐の籠づくりに真剣に取り組む

今春は５月３日に、第23 番札所薬
王寺までの遍路道に接待所を設ける

コウノトリは約３週間滞在したという

広報あ な ん 2016.05　24


